講演要約

1． 日時：2010年5月14日（金）18：35～19：10
2． 場所：葺手第二ビル5階A・Ｂ会議室（港区虎ノ門4－1－20）

3． 演題：「標準技術活用による工作機械の情報システム化
－企業間連携ソリューションビジネスの可能性－」

4． 講演者：木村 利明（きむら としあき：技術士（機械））

5． 所属：財団法人 機械振興協会 技術研究所 生産技術部

6． TEL：042-475-1188
7． FAX：042-475-0947
8． Email：kimura@tri.jspmi.or.jp
9． 要約
工場における改善活動や製販一体化のための道具として，製造用ネットワークなどの標準技術の活用が重要である．

しかし，工作機械業界では，過去に何度か製造用ネットワークの標準化が試みられたが，顧客の囲い込みを目的とするメーカの閉鎖性などから，いずれの標準技術も普及に至らなかった．

そこで，もともと異メーカのロボットの相互接続を目的として開発され，各種フィールドネットワークとの親和性も高い製造用ネットワークの標準技術であるORiN(Open Resource interface for the Network)に着目し，ORiNの異メーカ・新旧工作機械への適用手法を開発・実用化させた．ORiNは，異メーカ・新旧機器の接続性のみならず，機器の性能や情報の特性に合わせたアクセス制御，様々な形式で取得される機器情報の型変換やネーミングなどを強力にサポートする機能が備わっていることから，アプリケーション開発を簡素化させることが可能であり，これにより工作機械ユーザで，約４割におよぶ開発工数の削減がはかれた導入事例もある．
また，ORiNを活用した工作機械向けアプリケーションシステムとして，画像，機器の状態情報，機器の3Dモデルなどのマルチメディアにより機器の監視を行う３D表示遠隔監視システム，機器の状態情報や3Dモデルの部位から必要なドキュメントを検索するドキュメント管理しシステム，およびこれらの情報と，紙図面や仕掛品などの非デジタル情報とを，インターネットにより遠隔地間で同視点表示し，指し示しながら会話することで遠隔作業や保守支援を行う遠隔作業・保守支援システムを開発した．さらに，工作機械の現場の段取りミスに起因する工具と，素材や治具との衝突事故を防止するためのシミュレータ連携型工作機械内衝突チェックシステムなどを開発し，それぞれ実用化作業中であり，一部は実工場への試験導入がはじまっている．
一方，(財)機械振興協会 技術研究所を事務局とする基盤的生産技術研究会 標準技術活用ビジネス小研究会では，これらの成果や成果応用製品，関連する標準化団体の成果，および企業の技術や製品などを相互活用することで，同小研究会の参加企業における標準技術活用ビジネスを促進するための活動を行っている．

これらの研究開発，および標準技術活用ビジネス小研究会における活動などにより，標準技術を活用した複数企業による企業間連携ソリューションビジネスが活性化しつつある．
以上






